
⼼理的なプレッシャーの影響で⾃⼰の有する実⼒を発揮できない現象は「チョーキング」や
「あがり」と呼ばれる。多くのスポーツ選⼿が抱えるこの問題に対し、古くから多⼤な研究が
⾏われきたが、近年においては運動スキル遂⾏時の視知覚、視線⾏動、中枢神経活動、筋活動、
キネマティクス、姿勢制御などを計測することで、この問題に内在する運動制御メカニズムを
調べる研究が国内外で急増している。本発表では、私⾃⾝の研究も含めながら1~4)、プレッ
シャー下における運動制御メカニズムを解明することを⽬的とした諸研究を解説する。
さらに、野球やソフトボールの投・送球、ゴルフのパッティングに代表されるように、イッ
プスも多くのスポーツ選⼿が抱える悩みの1つである。しかし、上記のプレッシャーに関する
研究に⽐べ、スポーツ選⼿のイップスをテーマとした研究数は、国内外を⾒渡しても極めて少
ない。イップスが⽣じる原因には、⼼因性と神経性の両⽅があると提唱されているが、数少な
い研究の中から、イップスに関する運動制御研究も紹介する。プレッシャーとイップスによる
パフォーマンスの低下について、運動制御の観点から詳細な理解が図れることを⽬標に、有益
な情報提供になるよう努めたい。
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参加について
どなたでも参加いただけます。
参加者数把握にご協⼒ください。
メールにて
oubmc@hss.osaka-u.ac.jp
にセミナー（無料）、懇親会（有料）の
それぞれの申し込みをお願いします。
申し込み締め切りは9⽉14⽇（⾦）です。
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